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内閣情報調査室を志望する皆さんへ
From Director of Cabinet Intelligence

内閣情報官として、奔流のごとく押し寄せる情報と格闘する日々であるが、常に一つの考えを念頭に置き
対処している。総理に対し、数多の情報の中から何を選択し、そして如何に伝えるか、である。

 
言うまでもなく、総理は多忙である。常に分刻みで動く総理の貴重な時間を概ね週２回も占め、報告を行

う。情報コミュニティ各機関からの情報の英知の結晶を簡潔・明瞭に伝えきれるか、報告直前まで自問自答
しながら、今日も総理室に向かう。
 

核・ミサイル開発を継続する北朝鮮、尖閣諸島付近の領海侵入を続ける中国等、我が国を取り巻く内外の
情勢は厳しい状況にある。こうした中、先般、国家安全保障会議（ＮＳＣ）が設置された。ＮＳＣが我が国
の国家安全保障政策の司令塔として機能するためには、情報部門がより多くの質の高い情報を収集、集約、
分析した上で提供し、その結果に基づいて政策決定が行われることが必要である。内閣情報官として、情報
部門を代表してＮＳＣに出席し必要な報告を行い、また、総理のみならず官房長官等の政策部門への報告を
実施するなど、政策と情報の結節点たるべく努めている。
 

内閣情報調査室は、内閣官房において「内閣の重要政策に関する情報」の収集・分析等を行うとともに、
情報コミュニティの「要」として、各機関との連絡・調整役の任務を担っている。内閣情報調査室が、いか
に情報コミュニティ各機関と連携してその英知を結集し、オール・ソース・アナリシスに基づく情報を政策
部門に提供できるか、政府における情報機能の強化が進展するにつれ、当室に期待される役割は一層重要性
を増している。私の報告も、情報コミュニティからの情報を吟味し、突き合わせ、当室スタッフとともに日々
苦悩した成果に基づくものである。
 

日々の国内外の政治・経済・社会情勢に関する情報の収集、分析。情報コミュニティ各機関との情勢評価
に関する協議。関係各国との連携。サイバーインテリジェンスへの対応等新たな課題の出現。我々がやるべ
きことは尽きない。また、新たに特定秘密保護法に関する事務も所掌することとなっている。
 

決して、注目を浴びる仕事ではない。
だが、内閣を直接支える任務に使命感を感じる諸君が、

内閣情報調査室の一員に加わることを願ってやまない。

内閣情報官 北村 滋























3 平成２０年採用（女性）

総務部門、国際部門を経て、
国内部門にて情報収集・分析を担当。
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先輩からのメッセージ

内調の魅力ＰＲ

道を切り拓く

皆さんは今、自分のＰＲできる点と各省庁等の魅
力的な部分を照らし合わせ、自分に合った職場を探
している時期だと思います。

ここでは、私が経験してきた業務を紹介しながら、
当室の魅力をＰＲしてみたいと思います。

私は、採用当初、「情報を守る」業務に携わりまし
た。当室の業務というと「情報の収集、分析、発信」
をイメージされると思いますが、それと同時に、情
報の漏えいを防ぎ、国益を守ることも国家としては
重要です。自分が携わった仕事が新聞等で報道され
ている様子を見ると、自分の業務を誇りに思えまし
た。

その後、いわゆる「霞ヶ関の仕事」である、国会
対応や関係省庁との調整業務を行う部門等に配属さ
れ、行政機関や情報コミュニティ内での当室の立場
を知りました。

そして現在は、国内部門で、国内の様々な事象に
アンテナを立てながら、情報を収集、分析する業務
を行っています。とても責任は重く、気の抜けない
業務ですが、やりがいのある業務です。

これまでの業務を通じて感じた当室の魅力は、ま

当室の採用パンフレットを手にとっていただき、
ありがとうございます。

私は平成 19 年に当室に採用され、主に国内部門
での勤務を経て、現在は総務部門で情報システムを
担当しています。

実は、今回、採用パンフレットを執筆するに当たっ
ては、女性としての、また、産休・育休を経ての観点
等を入れることとなっていました。しかし、結論から
言って、仕事をする中で、特段そのようなことを意
識したことはなく、どのようなことをお伝えしようか
悩んでいるのが事実です。子供のいる職員は性別を問
わず多くおり、それぞれに事情や考えがあるので、私
の例は一例と考えていただきたいのですが、このメッ
セージが皆さんの人生選択の一助になれば幸いです。

さて、私には現在３歳になる子供がいますが、伴
侶の理解もあり、必要な場合には、残業も休日出勤
も問題なくできています。当室には、配慮すべきと

ず、官邸に近く、政策部門に直結した業務ができる
点です。また、私が経験したように、当室の業務内
容は多岐に渡るため、様々な経験を重ね、自分の専
門性を見極めた上で、それを高めることができます。

私のような若手職員でも上司や先輩に自分の意見
を述べることができ、それを採用していただけると
ても風通しの良い職場であることや、業務外のクラ
ブ活動・職員同士の集いにおいても様々な背景を
持った方と交流できる、中小企業のような、アット
ホームで職員の「顔」の見える組織であることも魅
力の一つであると感じでいます。

私が最終的に当室を選んだ理由は、官庁訪問で見
た、自らの業務について説明する先輩方の瞳の輝き
でした。

実際に当室を訪問
し、皆さん自身が、当
室の魅力を見つけてく
だされば幸いです。

ころは配慮しつつも、こちらが希望し、それに問題
がないと判断すれば、その希望に応じた対応をして
くれる柔軟な面があります。子供が犠牲になって可
哀想と評されることもありますが、子供を言い訳に
した中途半端な仕事も、仕事を言い訳にしたいい加
減な子供との向き合い方もしないことが、職場でも、
家庭でも、結局は自分が一番心穏やかに過ごせる生
き方だと思っています。

実際、当室には、子供のいる女性職員はまだまだ
少なく、私が母第一号なのですが、当室の柔軟な風
土もあり、特に気負うこともなく働いてこられまし
た。大切なのは先例ではなく、自分がどうしたいか
です。先例がないからこそ、自分の選んだ道が答え
になります。これは、誰にとっても、どのような場
面においても当てはまることではないでしょうか。

当室で、自分の人生を切り拓いてみませんか。皆
さんのチャレンジを期待しています。

4 平成１９年採用（女性）

育児休業を取得後、
総務部門に復帰。
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平成９年採用（男性）

外務省に出向し、在外勤務を経験。
現在は国際部門にて

情報収集・分析を担当。

昭和６０年採用（男性）

経済部門等を経験。
現在は集約センターにて

危機管理を担当。

「知識とセンス」…
旺盛な好奇心のある方へ !
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Messages from  Officials

「分析」という業務について

私は現在、外務省への出向や総務部門勤務を経て、
国際部門で地域情勢の分析業務にあたっています。

さて、情報の「分析」とは何でしょうか？我々内
調は、総理の目・耳として様々な分野の情報を収集
していますが、集まった情報の中にはそれだけで「使
えるもの」にはならないものも多くあります。例え
ばある事件が起きたとして、その意味や今後の情勢
に与える影響が不透明なものなどです。

そのため、我々は関連する情報を集めつつその事
件の意味を考え、今後起こりうることについて予測
を立てます。こうした予測に基づき、総理を始めと
する政府首脳が予め対応策を練ることができるよう
になるのです。

この「情報収集→予測」の作業が「分析」と呼ば
れる業務なのですが、これは言うほど容易いもので
はありません。まず、入手できる情報には限りがあ
り、その質もまちまちです。我々の業務において真
に完全な質と量の情報が手に入ることは滅多にあり
ません。

「情報」という言葉は、“行動を起こす際に予め必
要とする知識”と言い換えられます。内閣直属の情
報機関である当室の責務は、国家が行動を起こす際
に必要な情報、「グローバルリスク」に対処するため、
時の政権が承知しておかなければならない、幅広く
多岐にわたる情報を収集・提供することです。

こうした情報には正確性とともに速報性が求めら
れます。時宜を逸した情報に価値はありません。正
確な情報の入手と提供が早いほど、その後に必要と
される有効な対策が取りやすく、遅くなるにつれて、
その選択肢は狭まり、効果が減少するため、“時間と
の勝負”という側面があります。

現在、私が所属する「内閣情報集約センター」は
特にその速報性が求められます。災害発生時におけ
る初動対応等、政府にとり失敗の許されない危機管
理の一翼を担う他、我が国に直接、間接的に影響を
及ぼす可能性のある重要事件・事故や国際紛争、地
域情勢、経済動向や自然災害等に対し、内閣として
迅速、的確な対応が取れるよう、「インテリジェンス・

そのため、入手した情報の中から信頼性の高いも
のを選り分け、足りない部分を推測し、様々な可能
性の中から最も蓋然性の高い未来予測を導き出す作
業が必要になります。 

しかしながら、ここで分析を行う担当官の「質」
が問題となります。質の悪い分析は当然のことなが
ら間違った予測を生み、その結果、国家の政策を誤
らせるという重大な結果を招来しかねません。他方、
人間は誰しも能力に限界があり、さらには多かれ少
なかれ「偏見」「好み」「期待」といった偏りを持つ
ものです。

分析を歪めるこうした偏りを如何に無くすか、情
報の仕事においてこれは永遠のテーマです。何故な
ら、人間の「認識における不完全性」を完全に除去
することはできないからです。

だとすれば、我々にできるのは、自らの限界・偏
りを常に自覚し、それを軽減する努力を続けていく
ことしかないのでしょう。そんなことを考えながら
日々仕事をしています。

コミュニティ」を構成する各省庁とともに、365 日・
24 時間体制で 1 秒の隙を作ることもなく、これら
の情報を収集・集約しています。

情報の世界では“重大な情報は日常の情報の中に
こそ埋もれている”と言われます。「オープン・ソー
ス・インテリジェンス (OSINT)」と呼ばれる、誰も
がアクセス可能な情報源からの、溢れるほどの情報
の中から、将来、大きな事案に発展する可能性のあ
る端緒を「蕾」の段階で見つけ出すことも重要な職
務の一つです。

情報の職責を全うするには、精度を見極めるため
の幅広い知識と、何を速報すべきかを瞬時に判断す
るセンスを身につける必要がありますが、こうした
技術を習得するにはやはり相応の経験が必要であ
り、経験を積むには、分野にとらわれず、幅広い知
識を得ようとする旺盛な好奇心が必要となります。
“情報の世界”に関心を寄せる好奇心旺盛な皆様と

一緒に仕事が出来ることを楽しみにしています。







平成１３年採用（男性）

採用後、分析部及び
管理部における様々な業務を担当。

平成２２年採用（女性）

技術部経験を経て、
現在は分析部業務に従事。
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先輩からのメッセージ 内閣衛星情報センター Messages from  Officials

宇宙から、国家・
国民の安全を見守る“IGS”

宇宙や衛星に関わる
仕事をしたい方に

みなさんは「情報収集衛星」をご存じでしょうか。安全保障及び危機管理のために必要な情報の収集を行
う「情報収集衛星：Information Gathering Satellite」、私たちは略して「IGS（アイジーエス）」と呼んでいます。
このIGSの開発・運用を行い、衛星画像を使った情報収集をしているのが、内閣情報調査室の一組織である「内
閣衛星情報センター」です。

私は、当センターに採用されて５年目になりますが、これまで１～２年の短期間で異動をしながら、複数
の部署の仕事を経験してきました。最初の１年間は管理部の総務部門に配属され、公務員としての基本を身
につけるとともに、当センターの業務の全体像を学びました。その後は、技術部の開発部門等に配属され、様々
な業務の経験を積み重ねています。私は、大学において衛星や航空宇宙の分野を専攻していた訳ではないた
め、当センターの業務に対応できるか、最初はとても不安でしたが、豊富な専門知識や技術を持つ上司、先
輩から日々の業務を通じて仕事のやり方を学んできました。

当センターは平成 13 年に設置された比較的若い組織ですので、本人のやる気次第で、様々な業務に携わ
ることができる環境が用意されています。これから採用されるみなさんには、私たちと一緒に、多様なキャ
リアや働き方を自ら提案し、後に続く人たちのためにも道を切り拓いていってほしいと思います。

このメッセージを読んで、当センターに少しでも興味を持っていただけましたら、是非、業務説明会など
に参加していただき、当センター職員からじっくり話を聞いてみて下さい。外からは見えないことが多い組
織ではありますが、中に入ってみると、働いているのは特別な人たちではなく、みな優しい人たちばかりで
すし、女性が活躍できる職場です。みなさんと一緒にお仕事できる日を、楽しみにしています。

内閣衛星情報センターは、衛星を用いて、外交や防衛等の安全保障、大規模災害等の危機管理のために必
要な情報を収集する組織であり、政府機関としては唯一実際に衛星の運用を行っています。そのため、通常
の公務員としての業務を行いつつも、主な業務は他省庁とは少し異なります。
「衛星の運用」と一言で言っても、その内容は多岐にわたります。衛星画像の利用省庁である外務省、防

衛省や警察庁などからの要望を受け、衛星で地球のどこを撮影するか撮影の計画を行う業務、衛星が定めら
れた軌道を周回するよう管制を行う業務、衛星が撮影した情報を画像処理する業務、画像を判読し分析を行
う業務などがあります。私は、衛星の撮影の計画をする業務と画像を判読し分析をする業務を経験してきま
した。

また、衛星の運用を行いながら、その運用を行うためのシステムを開発する業務にも携わっています。衛
星運用は発展段階にある業務です。このシステムを、斬新な発想で多様な要求を取り込んだものとするため
には、開発メーカーと何度も調整を行い、一から開発しなければなりません。大変ではありますが、非常に
楽しく、やりがいのある業務でもあります。

各業務においては、それぞれ様々な専門的知識が求められますが、それらは研修や実地による学習で身に
つけることが可能です。衛星運用という業務は非常に珍しく楽しい仕事でもあります。宇宙に興味がある、
人工衛星の運用をやってみたい、という方は是非当センターを希望してください。





Q

Q

Q

A

A
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業務に関するＱ＆Ａ

実際にどのような仕事をするのでしょうか？
内閣情報調査室は、内閣の重要政策に関する情報の収集、分析を行っており、収集、分析した情報は、

総理をはじめとする官邸や、昨年発足した国家安全保障局等の政策部門へ提供され、様々な政策判断
を行う際の基礎となります。

各職員は、タイムリーで質の高い「情報（インテリジェンス）」を集約すべく、鋭意情報の収集、
分析を行います。そのためには、直面する重要課題に関して、過去の経緯を調べ、現在の状況を的確
に把握し、今後何が起きるかについて、各種の情報の中から有意な情報を選別し、多角的な観点から
分析、評価を行い、そのプロダクトとしての「インテリジェンス」をつむぎだすことが求められます。

また、外国の情報機関による情報収集活動から我が国の重要な情報や職員等を保護するためにカウン
ターインテリジェンスの機能の強化に取り組んでいるほか、昨年末成立した「特定秘密の保護に関する
法律」の所管部局として、今後、特定秘密の保護に関する政府内の総合調整を担うことにもなります。

他にも情報収集を行っている機関がありますが、違いは何ですか？
他の省庁がそれぞれの所掌する分野についての情報収集、分析を行うのに対して、内閣情報調査室

は、官邸直属の情報機関として、「内閣の重要政策に関する情報」の収集、分析を所掌しており、特定
の政策目標に限定されることなく、幅広い事象を対象として情報の収集、分析を行うことが特徴です。

また、内閣情報調査室は、官邸と情報コミュニティ省庁との間の連絡調整を行い、情報コミュニティ
の「要」の役割を果たしていることも他省庁との違いの一つです。

「特定秘密の保護に関する法律」とは、どのような法律なのですか？
「特定秘密の保護に関する法律」とは、安全保障上の秘匿性の高い情報の漏えいを防止し、国と国

民の安全を確保することを目的とするものです。次のページの図がこの法律の主なポイントです。そ
の他の関係資料については、内閣官房のホームページ（http://www.cas.go.jp/jp/tokuteihimitsu/
index.html）に掲載しています。

この法律が成立したことによって、諸外国との間で情報交換が促進され、我が国の安全保障にとっ
て有益な情報が共有・活用されることになります。

実際に、本年４月 25 日に発表された、安倍総理と
オバマ大統領による日米共同声明においても、「米国
は、日米両国間の政策及びインテリジェンスに係る調
整の強化を促進することとなる日本による国家安全保
障会議の設置及び情報保全のための法的枠組みの策定
を評価する。」と述べられています。

また、これまでより、秘密指定の要件が明確化され、
かつ、外部の有識者や国会の関与を含めた管理体制
が確立されるため、行政機関における秘密の取扱い
に客観性と透明性が高まることにもなります。 情報保全諮問会議：内閣広報室提供



Q
A
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内閣情報調査室は、今後、「特定秘密の保護に関する法律」とどのように関わっ

ていくのですか？
「特定秘密の保護に関する法律」は、本年 12 月 13 日までの間に施行されることとなっており、現

在、内閣情報調査室次長を室長とする「内閣官房特定秘密保護法施行準備室」において、法律の施行
に向けた準備作業を行っています。

また、この法律の施行後は、内閣情報官の下、内閣情報調査室が、特定秘密の保護に関する行政各
部の施策の統一保持上必要な企画・立案及び総合調整を行うことになります。

  また、これま より

にもなります。 
 
 
      閣 調査室は、今 、「特定秘密 保護に関 る 律」とどのよう 関わっ
ていくのですか。    

  
 
  

 
  

 








